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事業名 

 

重要物流道路  

都市計画道路 焼津広幡線（越後島工区） 

事業 

区分 
街路事業 

事業 

主体 
静岡県 

起終点 

 

 自：静岡県焼津市八楠四丁目 

 至：静岡県焼津市越後島 

延長 

 

 

０．９km 

事業概要  

本路線は国道 150 号を経由し、清水
し み ず

港と東名高速道路焼津
やいづ

IC 及び新東名高速道路藤枝
ふじえだ

岡部
おかべ

IC などをアク

セスしている主要な幹線道路であり、この利便性を活かして、当地域の産業や他地域との交流に大きく寄与

することが期待されている。 

当路線の中で４車線化が完了していない焼津
やいづ

IC 付近から国道１号のうち、藤枝
ふじえだ

市側の約１．３４km につ

いては、現在、道路事業にて４車線化を進めている。残る焼津
やいづ

市側の東名高速道路焼津
やいづ

IC 交差点付近、約０．

９０km は混雑度が高く、激しい渋滞が発生している。このため、現況の２車線から４車線に拡幅改良し、交

通の円滑化や幹線道路のネットワーク強化を図るものである。 

 

Ｈ２８年度事業化 Ｓ２９年度都市計画決定 

（最終変更Ｈ２７年度） 

Ｈ２８年度用地着手  Ｈ３１年度工事着手 

全体事業費 ７０．６億円 事業進捗率 ４４％ 供用済延長        ０km 

計画交通量    ２８，３００台／日  

費用対効果 

分析結果 

 

 

 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  

 

(事業全体) １．３ 

(残事業)  ２．４ 

  34.48/ 60.63 億円 

事業費：34.16 / 60.31 億円 

維持管理費：0.32/0.32 億円 

 

 84.17/84.17  億円 

走行時間短縮便益:79.08/79.08 億円 

走行経費減少便益：4.13/4.13 億円 

交通事故減少便益：0.96/0.96 億円 

  

令和２年 

 

 

感度分析の結果  

(事業全体) 交通量 ：B/C＝1.2～1.5(交通量 ±10%)  (残事業) 交通量 ：B/C＝2.2～2.6(交通量 ±10%) 

    事業費 ：B/C＝1.3～1.4(事業費 ±10%)     事業費 ：B/C＝2.2～2.7(事業費 ±10%) 

    事業期間：B/C＝1.2～1.4(事業期間±20%)      事業期間：B/C＝2.3～2.5(事業期間±20%) 

事業の効果等   

＜円滑なモビリティの確保について＞ 

・ 新東名高速道路藤枝岡部ＩＣから東名高速道路焼津ＩＣへのアクセス向上が見込まれる。 

＜物流効率化の支援について＞ 

・ 清水港へのアクセス向上が見込まれる。 

＜国土・地域ネットワークの構築について＞ 

・ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる。 

＜整備による混雑度の変化について＞ 

・ 越後島工区の 4車線化により焼津 IC周辺の混雑度約６割低下 (混雑度：1.44→0.53)が見込まれる。 

＜事業区間の所要時間の変化について＞ 

・ 平均速度が向上し、事業区間の所要時間約３割短縮 (2 車線：131 秒→4車線：91秒)が見込まれる。 

＜歩行者･自転車のための生活空間の形成について＞ 

・ 両側の自転車歩行者道設置による自転車、歩行者の安全性向上が期待できる。 

＜安全な生活、環境の確保について＞ 

・ 4 車線化及び付加車線(右折レーン)の設置による交差点の安全性・走行性向上が期待できる。 

・ 歩道の設置、中央分離帯の設置により、当該区間の安全性の向上が期待できる。 

＜安全で安心できるくらしの確保について＞  

・ 二次医療施設(焼津市立総合病院)及び三次医療施設(静岡県立総合病院)へのアクセス向上が見込まれる。 

＜地球環境の保全について＞ 

・ 対象道路の整備により自動車からの CO2 排出量が削減される。 

＜生活環境の改善・保全について＞ 

・ 現道等における自動車からの NO2 排出量や SPM 排出量が削減される。 



関係する地方公共団体等の意見  

【焼津 商工会議所】 

・道路拡幅改良（４車線化）900ｍの早期開通を引き続きお願いする。 

【主要地方道焼津森線 道路整備促進期成同盟会】 

・４車線での拡幅整備について計画的な事業促進が図られるよう要望する。 

 

事業評価監視委員会の意見  

（静岡県事業評価監視委員会） 

・事業を継続するのが「相当」である。 

・道路整備事業については、ウィズコロナの「新しい生活様式」の下での公共交通からの転換や高齢化に伴

い、自転車利用者だけでなく、シニアカーなど多様なモビリティの増加が想定される。都市計画道路焼津広

幡線における街路整備事業は、自転車走行空間の確保について関係機関との協議、調整を速やかに進め、自

転車等利用者、歩行者のいずれにとっても安全な道路の整備に努められたい。 

 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・国道１号バイパス（藤枝バイパス）の４車線化事業着手。（静岡国道事務所） 

・平成 31 年 4 月には重要物流道路に指定され、平常時・災害時を問わず安定的な物流を確保する重要な道

路輸送網としても位置づけられた。 

 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

・用地取得率４１％、事業進捗率４４％ 

・残事業：用地取得、道路改良工 

 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・引き続き、早期開通に向けて事業を進める。 

・用地取得と並行しながら施工可能な部分の工事を進める。 

 

施設の構造や工法の変更等  

・他工事との工程調整による建設発生土の有効利用や、新技術・新工法の積極的な活用により、着実なコス

ト削減に努める。 

 

対応方針  事業継続 

対応方針決定の理由   

・清水
し み ず

港と東名高速道路焼津
やいづ

IC 及び新東名高速道路藤枝
ふじえだ

岡部
おかべ

IC などをアクセス向上による交通の円滑化及

び渋滞緩和により、産業活性化や他地域との交流に大きく寄与することが期待されるため。 

 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

静岡県 

事業箇所 

N 

藤枝岡部 IC 

至清水港 


